　　　今月の樹「ナツツバキ」　　　　　　　　　　　
　

　「岩の上の沙羅の落下を踏む下山」本田一杉
　梅雨時の山行、夕暮れの近づいた山道を下るとき、足元に散る大型の白色の花を見出しふと足を止める・・・こんな経験はないでしょうか。
　林内で見かける沙羅・沙羅の木とは「ナツツバキ」の別名。シャラは「沙羅双樹」のサラから転じたと言われるが、勿論お釈迦様に縁のある沙羅双樹とは関係ない。木肌に光沢があるところから、仏教で釈迦入滅時の伝説とともに聖樹とされる、インド産の「沙羅双樹」に間違えられたことに由来するとされる。
　標準和名である「ナツツバキ」はツバキに似た花が夏に咲くことに由来する。他にさるすべり、しゃらつばきなどの別名もある。
　ナツツバキ（夏椿、沙羅、学名：Stewartia pseudocamellia）は、ツバキ科ナツツバキ属の落葉高木。属名の Stewartia はイギリスの植物学者「ジョン・スチュワート（John Stuart）」の名からきている。種小名の pseudo-camellia は「ツバキ属に似た」という意味である。原産地は日本及び朝鮮半島とされ、国内では本州福島県～新潟県以西、四国、九州の山地の林内および朝鮮半島南部に分布する。寒さには強く、植栽すれば北海道でもよく生育する。
　落葉高木で、高さ１５ｍ、直径４０ｃｍになる。樹皮は赤褐色から黄褐色。横線が目立つがないものも多い。10年目くらいから古い樹皮が剥片状に剥げ落ちて、灰白色～赤褐色を帯びた斑紋になり美しい。このすべすべした肌が「サルスベリ」に似ているため、さるすべりの別名で呼ぶ地方（石川県）もある。
葉は互生し、葉身は長さ４～１０ｃｍ、幅２．５～５ｃｍの楕円形～長楕円形。表面はほとんど無毛であるが、裏面には伏毛が生える。葉脈には毛樷がある。葉柄の長さは３～１５ｍｍ。
花は６～７月、本年枝の葉腋に直径５～６ｃｍツバキによく似たの白い花を上向きにつける。花弁は５個、ふちは波打ち細かい鋸歯がまばらにあり、外面には白い絹毛が密生する。おしべは多数あり、花糸は黄色。大型の花だが散るのは早い。
果実：蒴果。直径１．５ｃｍほど、卵形で先は尖る。９～１０月に熟し５裂する。種子は、長さ６ｍｍ、翼のあるものとないものがある。
　　  June.2016.NKC
本種はその別名故かお寺の境内などに植えられてきた。比叡山、京都の妙心寺、東京の深大寺などには大きな木が存在し、日光の東照宮境内にも多い。
「沙羅双樹」と「夏椿」は全く似ているものではないとされるが、広辞苑の記述を紹介しておきます。

沙羅双樹…①インド原産の常緑喬木。幹高３０ｍにも達する。葉は大型で長楕円形。花は小形の淡黄色で芳香がある。材は淡褐色で、堅実。建築用または器具用。樹脂は瀝青の代用。種子から油を搾る。日本で沙羅というのはナツツバキのこと。②釈尊が沙羅林の中で涅槃に入る際、その四方に二本ずつあった沙羅樹。一は枯れ一は栄えた。釈尊の涅槃に入るや、時ならぬ白花を開き、東西と南北との二双樹はおのおの一樹となって林をおおい、樹色白変してかれたという。東方の双樹を常と無常とに、西方のを我と無我とに、南方のを楽と無楽とに、北方のを浄と不浄とにたとえる。

なつつばき（夏椿）…ツバキ科の落葉喬木。高さ約１０ｍ。幹の肌は滑らかな黄褐色でサルスベリに似る。葉は楕円形で、裏面に絹毛を生ずる。６月頃、葉腋に大きな白花を一個ずつ開くが、開花後まもなく散る。山地に自生するがしばしば庭樹とされる。シャラノキ。

用途としては、庭木として好まれ、とくに茶庭、寺院などに植えられる。本来は林内に生育する樹木であり、都市部の公園や街路樹には不向き、都市環境には弱い樹種とされる。

材自体は床柱の他に、箱物、器具の柄、杖，塗物木地、くしなどに用いられる。
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